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平成19年度 三番瀬鳥類行動別個体数調査
調査結果の概要

千葉県環境生活部自然環境課

株式会社 ケー・シー・エス

目 的
三番瀬に飛来する鳥類の種毎の個体数及び採餌・休息等の行動を調査し、三
番瀬がどのように利用されているかを把握し、過年度（平成８～９年度）の調査
結果と対比することによってその変化を検討した。

調査時期

注）調査時期の設定にあたっては、財団法人日本鳥類保護連盟からヒヤリングを行なった。その結果、春季は、

4月中旬から5月中旬、夏季は8月中旬から9月中旬、冬季は12月から2月が適していることがわかったため、過年度
の調査時期、潮汐を勘案して上記のように決定した。

季節 回 実施日 過年度(平成8年度) 過年度(平成9年度)
第１回 平成19年5月17日 平成8年4月20日～21日 平成9年4月30日～5月2日
第２回 平成19年6月1日 平成8年5月14日～15日 平成9年5月6日～8日
第３回 平成19年8月28日 平成8年8月22日～23日 平成9年8月18日～19日
第４回 平成19年9月11日 平成8年9月13日～14日 －
第５回 平成20年1月22日 平成9年1月21日～22日 －
第６回 平成20年2月5日 平成9年2月4日～5日 平成10年2月22日～23日

春季

夏季

冬季

調査地点

調査項目及び内容

干潮時の景観記録の一例（A地点、平成19年6月1日、11時）

項 目 内 容
◆日の出から日没まで、1時間に1回の頻度
◆種ごとの個体数及び分布
◆主たる行動（採餌、休息、飛翔）
◆潮位
◆天候、気温、風向、風速、雨量等

３．干潟面積状況記録 ◆干出した範囲を目測で観測し、形状を記録
４．移動方向及び周辺
状況記録

◆調査中に鳥類が飛翔し広範囲に移動が確認された場合には、移動方向、移動
先、移動の原因となった事項を記録。

５．写真による記録 ◆干潮時、満潮時の２回、広角レンズ（28㎜相当）を用いてパノラマ的に全容
を撮影した。

２．観察条件

１．鳥類の観察
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ハジロカイツブリ

種名 内容 特　　　徴

一般生態
冬鳥として日本各地に渡来する。潜水が巧みで、魚、甲殻類、昆虫等を捕らえ、植物質のものも
採餌する。

確認時期 平成8～9年度と同様、1～2月に多く観察された。

分布状況
平成8～9年度、主に休息場として利用していた日の出前面での分布が少なかった。一方、平成8
～9年度は確認の少なかった船橋の防泥柵北側（仮航路）や市川航路沿いでの確認が多かっ
た。

ハジロカイツブリ

注）　平成8～9年度の分布域は、三番瀬自然環境データベースから転載

ハジロカイツブリ
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カワウ

種名 内容 特　　　徴
一般生態 留鳥で、内湾、河川、湖沼に生息し、巧みに潜水して魚類、甲殻類などを捕らえる。

確認時期
平成8～9年度と同様、春季から秋季に多く、冬季は少なかった。平成8～9年度に比べて観察個
体数が増加しており、特に9月が多かった。調査を実施した9月11日の2日前に台風9号が通過
し、他の生息地での生息環境の変化によって、三番瀬へ集中していた可能性が考えられる。

分布状況
平成8～9年度、休息場として利用していた日の出・塩浜沖合域での確認が少なく、これより岸側
での休息が多く確認された。また、平成8～9年度は船橋海浜公園沖合域と防泥柵上が主な採餌
場であったが、今年度は休息個体はみれたるものの、採餌する個体は少なかった。

カワウ

注）　平成8～9年度の分布域は、三番瀬自然環境データベースから転載

カワウ
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ヒドリガモ

一般生態 冬鳥として日本各地に渡来し、河川，湖沼，内湾で、藻類を採餌し、養殖のりを食べることもある。
確認時期 平成8～9年度と同様、冬季に観察された。

分布状況
平成8～9年度、休息場所として利用していた塩浜前面域で本年度は確認されなかった。また、平
成8～9年度は主に休息場として利用していた日の出前面域では、護岸近くの浅瀬で、逆立ちしな
がら海藻類をついばむ状況が確認された。

ヒドリガモ

注）　平成8～9年度の分布域は、三番瀬自然環境データベースから転載

ヒドリガモ
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オナガガモ
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一般生態
冬鳥として渡来し、河川，湖沼，内湾に生息する。雑食性で水草の種子や破片，水生昆虫などを
採餌する。

確認時期 平成8～9年度と同様、主に冬季に確認されたが、確認個体数は平成8～9年度に比べて少な

分布状況
ヒドリガモと同様、平成8～9年度主に休息場として利用していた塩浜前面域での分布がなかっ
た。また、平成8～9年度は船橋防泥柵周辺が主な採餌であったが、今年度はこの海域での確認
がなく、日の出前面域で採餌する個体がみられた。

オナガガモ

注）　平成8～9年度の分布域は、三番瀬自然環境データベースから転載

凡例

：採餌（H19年度）

：休息（H19年度）

：採餌（H8～9年度）

：休息（H8～9年度）
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スズガモ
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一般生態
冬鳥として渡来し、大きい湖沼，河川，内湾に生息。雑食性であるが、潜水して水底の巻貝類や
二枚貝類を採餌することが多い。三番瀬には平均約11500～77000羽(最大80000羽)渡来し、三
番瀬で確認されているカモ類の中で最も個体数が多い。

確認時期
平成8～9年度と同様、主に冬季に観察されたが、観察個体数は、平成8～9年度に比べて少な
かった。

分布状況

平成8～9年度は、日の出前面域と日の出・塩浜沖合を採餌場・休息場の両方として利用し、また
船橋海浜公園沖合、船橋海浜公園防泥柵前面域を休息場として利用していた。本年度もこの分
布傾向に顕著な変化はなかったが、護岸付近から沖合まで広範囲にわたって分布が確認され
た。

スズガモ

注）　平成8～9年度の分布域は、三番瀬自然環境データベースから転載

スズガモ

凡例

：採餌（H19年度）

：休息（H19年度）

：採餌（H8～9年度）

：休息（H8～9年度）

一般生態

旅鳥または冬鳥として日本全国の海岸にまれに渡来する。潮間帯の砂浜、岩礁地など海岸から
あまり離れない場所で二枚貝、カニ。ゴカイ類などを採餌する。
三番瀬では、平成8～9年の補足調査時では最大で15羽、平成14年度調査では最大77羽が確認
されており、個体数の増加傾向がみられている。

確認時期
本州は、主に冬季に観察され、春季の5月にも観察された。平成8～9年度に比べて観察個体数
が増加していた。

分布状況 主な分布場所は、船橋海浜公園、養貝場であり、平成8～9年度と大きな変化はなかった。

ミヤコドリ

注）　平成8～9年度の分布域は、三番瀬自然環境データベースから転載

ミヤコドリ
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ミヤコドリ

シロチドリ

一般生態
夏鳥として本州以南に渡来し、海岸の砂浜，河口の干潟，大きい河川の広々とした砂州などで繁
殖する． 食性は昆虫，クモ類，甲殻類，ミミズ，ゴカイ類，小型の貝類。水をかぶった干潟ではほ
とんど採餌しない。

確認時期
今年度は、主に冬季に観察され、夏季の8月、9月の観察個体数が平成8～9年度に比べて少な
かった。

分布状況
主な分布域は平成8～9年度同様、船橋海浜公園であった。本年度は、養貝場でも、9月の干潮
時に、最大で約60個体が観察された。

シロチドリ

注）　平成8～9年度の分布域は、三番瀬自然環境データベースから転載

シロチドリ
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ダイゼン

一般生態
旅鳥として春は3～5月、秋は8～10月に渡来する。干潟、河口の三角州、砂浜などの砂泥地に生
息し、昆虫、甲殻類、貝類、ゴカイ、植物の種子などを採餌する。

確認時期 全ての調査で確認され、平成8～9年度と同様、5月、9月の観察個体数が多かった。
分布状況 主な分布域は船橋海浜公園、養貝場等であり、平成8～9年度と分布域に変化はなかった。

ダイゼン

注）　平成8～9年度の分布域は、三番瀬自然環境データベースから転載
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キョウジョシギ

一般生態
旅鳥として日本各地に渡来し、砂浜や河口の砂泥地のほか岩石地や砂利地の海岸などで甲殻
類、貝類、ハマトビムシなどを採餌する。

確認時期 平成8～9年度と同様、主に5月及び8月に観察された。

分布状況
主な分布域は平成8～9年度同様、船橋海浜公園周辺であった。また、江戸川放水路河口の干
出域、養貝場及び日の出前面の干出域でも分布がみられた。

キョウジョシギ

注）　平成8～9年度の分布域は、三番瀬自然環境データベースから転載

キョウジョシギ

58 63

6 0 0

183

123

5 0 0

336

68

0
0

50

100

150

200

250

300

350

400

5 8 9 1 2 （月）

観
察
個
体
数
/
時

平成19年度

平成8年度

平成9年度

凡例

：採餌（H19年度）

：休息（H19年度）

：採餌（H8～9年度）

：休息（H8～9年度）

一般生態
旅鳥として日本各地に渡来し、砂浜の波打ち際や水溜まり、干潟砂泥地などでゴカイ類、甲殻
類、昆虫類などを採餌する。

確認時期 本種は平成8～9年度と同様、5月、8月、9月に観察された。

分布状況
主な分布域は平成8～9年度同様、船橋海浜公園周辺であった。本年度は、養貝場及び防泥柵
前面でも採餌する個体が観察された。

トウネン

注）　平成8～9年度の分布域は、三番瀬自然環境データベースから転載
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凡例

：採餌（H19年度）

：休息（H19年度）

：採餌（H8～9年度）

：休息（H8～9年度）

一般生態

旅鳥として日本各地に渡来し、砂浜、干潟、水溜まり、大きい河川の砂泥地などで水生昆虫の幼
虫、ミミズ、ゴカイ、ヨコエビなどを採餌する。
干潟では干上がった泥の上から、足の長さと同じくらいの深さの水中を活発に動き回り、泥の中
や水面をついばんで、ゴカイ、小型の甲殻類などを捕らえる。

確認時期 平成8～9年度同様、主に5月と冬季に観察された。
分布状況 分布域は平成8～9年度と同様、船橋海浜公園周辺、養貝場であった。

注）　平成8～9年度の分布域は、三番瀬自然環境データベースから転載
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キアシシギ

一般生態
旅鳥として日本各地に渡来し、砂浜、波打ち際、干潟、河川の砂泥地や砂礫地などで昆虫類等
を採餌する。干潟などでは、泥の上や浅い水中を活発に動き回ってカニやゴカイを捕らえたり、
水面に浮いている昆虫をついばんだりする。

確認時期 平成8～9年度と同様、主に、5月、8月に確認された。

分布状況
主な分布域は、平成8～9年度と同様、船橋海浜公園周辺や江戸川放水路河口であった。本年
度は養貝場や日の出前面の浅瀬でも観察され、8月の養貝場では最大約550個体が観察され
た。

注）　平成8～9年度の分布域は、三番瀬自然環境データベースから転載

キアシシギ
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一般生態
旅鳥または冬鳥として日本各地に渡来し、本州以南では少数が越冬する。砂浜の波打ち際、広い
砂浜、干潟、干拓地の水溜まりなどでアブ、カ、ガガンボなどの昆虫の幼虫、成虫、コケ類や海藻の
芽などを採餌する。

確認時期 本種は、春季、夏季、冬季ともに確認され、9月、1月、2月の観察個体数が比較的多かった。
分布状況 主な分布域は、船橋海浜公園及び防泥柵周辺であり、平成8～9年度と大きな変化はなかった。

注）　平成8～9年度の分布域は、三番瀬自然環境データベースから転載

ミユビシギ

ミユビシギ
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凡例

：採餌（H19年度）

：休息（H19年度）

：採餌（H8～9年度）

：休息（H8～9年度）

出典：山渓カラー名鑑 日本の野鳥

一般生態
冬鳥として9月から翌年の5月頃に日本全土の海岸に渡来し、海岸、陸から離れた洋上などに生
息。

確認時期 平成8～9年度と同様、１月、２月に確認された。

分布状況

平成8～9年度は、船橋海浜公園地先を採餌場として利用していたが、本年度はこの海域での採
餌はみられず、日の出前面海域での採餌が観察された。また、平成8～9年度は養貝場と船橋海
浜公園防泥柵上を休息場として利用していたが、今年度は日の出前面海域での休息が多く観察
された。

セグロカモメ

注）　平成8～9年度の分布域は、三番瀬自然環境データベースから転載
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凡例

：採餌（H19年度）

：休息（H19年度）

：採餌（H8～9年度）

：休息（H8～9年度）

一般生態
旅鳥として日本各地に渡来し河口、潟湖、大きい湖沼、大きい河川などで空中からダイビングし
て魚類等を採餌する。

確認時期 平成8～9年度と同様、5月～9月に確認された。

分布状況
平成8～9年度は、船橋海浜公園地先、日の出・塩浜沖合域を採餌場・休息場の両方として利用
していたが、本年度は船橋海浜公園地先での利用が少なかった。また、江戸川放水路河口の干
出部と養貝場での休息場としての利用が今年度は少なかった。

注）　平成8～9年度の分布域は、三番瀬自然環境データベースから転載
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出典：山渓カラー名鑑 日本の野鳥

一般生態
夏鳥として渡来し、本州以南の各地で繁殖しているが、繁殖地は限られている。湖沼、河川、河
口など大きい水系のある河原、砂州、砂浜、干潟、洋上などに生息し、空中からダイビングして魚
類を採餌する。

確認時期 平成8～9年度と同様、5月、8月に確認され、9月にも確認された。

分布状況
平成8～9年度は、船橋海浜公園地先を採餌場・休息場の両方として利用おり、防泥柵上を休息
場として利用していた。本年度は、これらに加えて、塩浜前面域、日の出前面域でも広く休息・採
餌が観察された。

コアジサシ

注）　平成8～9年度の分布域は、三番瀬自然環境データベースから転載
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ま と め

◆三番瀬の平成7年度及び15年度の深浅測量結果を上図に示した。日の出前面域、猫実川河口、養貝場、船橋海浜公園前
面域などで、AP.0m以浅の干出域が拡大する傾向がみられている。

◆シギ・チドリ類のうち、シロチドリ、キョウジョシギ、キアシシギ等は船橋海浜公園とその周辺の干出域に加えて、日
の出前面域、養貝場での観察も多くなっており、干出域が拡大していることとの関連性が示唆された。

◆ヒドリガモ、オナガガモについては、塩浜前面域での分布が少なくなり、日の出前面域の観察が多かった。また、ハジ
ロカイツブリも日の出前面での分布が少なくなり、防泥柵北側や市川航路沿いでの確認が多くなっており分布域に変化

がみられた。

◆カワウについては、観察個体数が増加し、特に9月が多かった。台風9号の豪雨に伴い行徳可動堰が解放されゴミが漂着
し、他の生息地での生息環境の変化によって、三番瀬へ集中していた可能性が考えられた。

◆セグロカモメ、コアジサシについても分布域の変化がみられ、日の出前面海域や塩浜前面海域での観察が多かった。


